
○ 携 帯 用 位 置 指 示 無 線 標 識 の 技 術 的 条 件 を 定 め る 告 示 案 

告 示 案 
無 線 設 備 規 則( 昭 和 二 十 五 年 電 波 監 理 委 員 会 規 則 第 十 八 号) 第 十 四 条 第 三 項 、 第 四 十 五 条 の 三 の 三 の 三 第 一 項 第 五 号 及 び 別 表 第 三 号 の 1
3

の 規 定

に 基 づ き 、 携 帯 用 位 置 指 示 無 線 標 識 の 技 術 的 条 件 を 次 の よ う に 定 め 、 平 成 年 月 日 か ら 施 行 す る 。 

 一 携 帯 用 位 置 指 示 無 線 標 識 は 、 次 の 条 件 に 適 合 す る こ と 。 

   １ 電 波 を 発 射 す る た め の 専 用 の 装 置 は 、 独 立 し た 二 以 上 の 操 作 に よ り 作 動 す る も の で あ り 、 装 置 を 起 動 さ せ た こ と が 容 易 に 分 か る 構 造 で あ る

こ と 。 

   ２ 筐 体 に 製 造 者 名 、 型 式 名 、 製 造 番 号 、 識 別 信 号 及 び 電 池 の 有 効 期 限 が 明 確 に 判 読 で き る よ う に 表 示 さ れ て い る こ と 。 

   ３ 人 工 衛 星 か ら の 電 波 を 受 信 し て 無 線 測 位 を 行 う 機 能 を 有 し て い る も の に あ っ て は 、 受 信 空 中 線 の 位 置 が 明 確 に 判 別 さ れ る よ う 表 示 さ れ て い

る も の で あ る こ と 。 

   ４ 人 工 衛 星 向 け の 信 号 に Ｇ 一 Ｂ 電 波 四 〇 六 ・ 〇 二 五 MH
z

、 四 〇 六 ・ 〇 二 八 MH
z

、 四 〇 六 ・ 〇 三 七 MH
z

又 は 四 〇 六 ・ 〇 四 MH
z

及 び 航 空 機 が ホ ー ミ ン

グ す る た め の 信 号 に Ａ 三 Ｘ 電 波 一 二 一 ・ 五 MH
z

を 使 用 す る も の で あ る こ と 。 

 二  Ｇ 一 Ｂ 電 波 を 使 用 す る 人 工 衛 星 向 け 装 置 は 、 次 の 条 件 に 適 合 す る も の で あ る こ と 。 

  １ 空 中 線 端 子 を 短 絡 又 は 開 放 し て も 故 障 し な い こ と 。 

  ２ 最 初 の 送 信 は 、 電 波 を 発 射 す る た め の 専 用 の 装 置 を 起 動 さ せ て か ら 四 十 七 ・ 五 秒 を 経 過 し た 後 に 行 う こ と 。 

   ３ 送 信 時 間 は 、 四 四 〇 ミ リ 秒 又 は 五 二 〇 ミ リ 秒 （ 許 容 偏 差 は 、 そ れ ぞ れ （ ± ） 一 パ ー セ ン ト と す る 。 ） で あ る こ と 。 

   ４ 偶 発 的 に 電 波 の 発 射 が 継 続 的 に 行 わ れ る と き は 、 四 十 五 秒 以 内 に そ の 発 射 を 停 止 で き る 機 能 を 有 す る こ と 

   ５ 周 波 数 の 変 動 （ 十 五 分 間 の 変 動 に お け る 直 線 回 帰 の 一 分 当 た り の 傾 斜 の 値 を い う 。 ） は 十 億 分 の 一 以 下 で あ り 、 か つ 、 周 波 数 の 変 動 を 求 め

る に 当 た っ て 引 か れ た 直 線 回 帰 直 線 か ら の ば ら つ き は 十 億 分 の 三 以 下 で あ る こ と 。 

   ６ 空 中 線 電 力 は 、 五 ワ ッ ト （ 許 容 偏 差 は 、 （ ± ） 二 デ シ ベ ル と す る 。 ） で あ る こ と 。 

   ７ 帯 域 外 領 域 に お け る 不 要 発 射 の 強 度 の 許 容 値 は 、 任 意 の 一 〇 〇 H
z

当 た り の 値 と し て 平 成 十 七 年 総 務 省 告 示 第 千 二 百 二 十 五 号 （ 衛 星 非 常 用

位 置 指 示 無 線 標 識 の 技 術 的 条 件 を 定 め る 件 。 以 下 「 告 示 第 千 二 百 二 十 五 号 」 と い う 。 ） 別 図 に 示 す 曲 線 の と お り で あ る こ と 。 



   ８ 送 信 信 号 は 、 次 の 条 件 に 適 合 す る も の で あ る こ と 。 

(一
)

 構 成 は 、 国 際 的 な コ ス パ ス ・ サ ー サ ッ ト 計 画 協 定 に 基 づ い て 設 置 す る 理 事 会 が 定 め た 技 術 仕 様 に 適 合 す る も の で あ る こ と 。 
(二

)

 自 己 診 断 モ ー ド で 送 信 す る 信 号 の 送 信 時 間 に あ っ て は 、 四 四 〇 ミ リ 秒 又 は 五 二 〇 ミ リ 秒 （ 許 容 偏 差 は 、 そ れ ぞ れ （ ± ） 一 パ ー セ ン ト と

す る 。 ） で あ り 、 か つ 、 送 信 回 数 は 一 回 で あ る こ と 。 

(三
)

 誤 り 検 定 符 号 は Ｂ Ｃ Ｈ 符 号 と し 、 そ の 生 成 多 項 式 は 、 次 の と お り で あ る こ と 。 

G1(X) ＝1 ＋X3 ＋X7 

G3(X) ＝G1(X) ・(1 ＋X ＋X2 ＋X3 ＋X7) 

G5(X) ＝G3(X) ・(1 ＋X2 ＋X3 ＋X4 ＋X7) 

  ＝1 ＋X ＋X5 ＋X6 ＋X7 ＋X8 ＋X11 ＋X12 ＋X14 ＋X15 ＋X17 ＋X18 ＋X21 

(四
)

 伝 送 速 度 は 、 毎 秒 四 〇 〇 ビ ッ ト （ 許 容 偏 差 は 、 （ ± ） 一 パ ー セ ン ト と す る 。 ） で あ る こ と 。 

 三 Ａ 三 Ｘ 電 波 を 使 用 す る 航 空 機 向 け 装 置 は 、 次 の 条 件 に 適 合 す る も の で あ る こ と 。 

   １ 航 空 機 が ホ ー ミ ン グ す る た め の 信 号 は 、 当 該 装 置 に よ り 連 続 送 信 す る も の で あ る こ と 。 た だ し 、 前 項 の 装 置 に よ る 人 工 衛 星 向 け の 信 号 の 送

信 に よ り 当 該 航 空 機 が ホ ー ミ ン グ す る た め の 信 号 の 送 信 が 最 大 二 秒 間 中 断 さ れ る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。 

   ２ 前 号 た だ し 書 に 規 定 す る 中 断 の 後 、 航 空 機 が ホ ー ミ ン グ す る た め の 信 号 を 再 送 信 す る 場 合 に は 、 当 該 信 号 の 搬 送 波 の 周 波 数 偏 移 は 、 （ ± ）

三 〇 H
z
以 内 で あ る こ と 。 

   ３ 尖 頭 実 効 輻 E

ふ く

A 射 電 力 （ 送 信 機 か ら 空 中 線 に 供 給 さ れ る 尖 頭 電 力 と 与 え ら れ た 方 向 に お け る 空 中 線 の 相 対 利 得 と の 積 の 値 を い う 。 ） は 、 五 〇 ミ

リ ワ ッ ト （ 許 容 偏 差 は 、 （ ± ） 三 デ シ ベ ル と す る 。 ） で あ る こ と 。 

   ４ 帯 域 外 領 域 に お け る 不 要 発 射 の 強 度 の 許 容 値 は 、 任 意 の 三 〇 〇 H
z
当 た り の 値 と し て 告 示 第 千 二 百 二 十 五 号 別 図 に 示 す と お り で あ る こ と 。 

 

 


